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屋上床：
デッキ t20 OS
シート防水 t2
構造用合板 t12+12
勾配根太
透湿防水シート
構造用合板 t12
高性能GW t100+100
構造用合板 t24
小梁 2×10(38×235)@227.5

大梁 JBF：
軽 ]-450×75×6 + JF SOP

開口部：
アルミ樹脂複合サッシ
+ JF OS 拭き取り

1.5 階床 ( リビング )：
フローリング t15 OS
捨て貼り合板 t12
根太 @303
GW t100( 寝室天井 )
構造用合板 t24

内壁：
GB-R t12.5 EP( リビング他 )
ラワン合板 t4 OS ( 寝室他 )

1 階床 ( 浴室 )：
モザイクタイル
防水モルタル
FRP防水 t2
シンダーコンクリート
押出法ポリスチレンフォーム t100

空調設備：
床置エアコン (リビング /個室 )
壁掛エアコン (ダイニング /寝室 )

屋根：
ガルバリウム鋼板 小波板 t0.4
改質アスファルトルーフィング
構造用合板 t12
通気垂木 @303
透湿防水シート
構造用合板 t12

2 階床 ( 個室 )：
コルクタイル □300×t5 
構造用合板 t24

建具：
木框 OS ツインカーボ (個室 )
ラワンフラッシュ OS GW充填 ( 寝室他 )

外壁：
ガルバリウム鋼板 小波板 t0.4
通気胴縁
透湿防水シート
構造用合板 t9
高性能GW  t100

階段：
ささら St.PL-16×200
踏板 St.PL-6
手摺 St.○-19 SOP

1 階床 ( ダイニング他 )：
コンクリート研ぎ出し t150 表面強化剤
温水式床暖房
押出法ポリスチレンフォーム t100
耐圧スラブ
防湿フィルム
砕石 t100

外構舗装：
コンクリート金ゴテ押え t150
砕石 t100
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玉野深山の家

計画地である 22 号地は街区の最も奥まったところに位置し、南・東の 2 面が隣家に、北・西のもう 2 面が豊かな自然に面している。性格の異なる周辺環境へ

補助線を引くように、ちょうど区画の対角に斜めに走る基準線を据えた。

この住宅は、正方形平面の対角線上に大梁を 3 層積み重ね、各層で互い違いに床を張った構成となっている。平面的には大梁を境に、一方が直角三角形の床、

もう一方が同じ大きさの吹き抜けとなったスキップフロアの形式で、大梁をくぐったり、跨いだりするようにして各層を行き来する。外周部は間口いっぱいの

開口が、こちらも各層で互い違いに配置されている。

大スパンが可能な J ブリッドフレーム（JBF）の特性を生かすべく、矩形平面における最も長い距離＝対角線上に最大スパン 10m の JBF の大梁を配置した（必

然的に平面は 7m 角となる）。この JBF 大梁に直交するように小梁が架け渡され、床面を構成している。JBF の梁せいに対して床を張る位置は各層で異なり、

大梁の側面に小梁を架けて床懐をつくったり、逆梁として床端部に立上りをつくったり、それぞれ必要に応じた納まりとしている。いずれの場合も JBF 軽量溝

形鋼の片面のフランジに小梁や床合板を載せ、反対面はスラブの小口としてそのまま現しとした即物的なディテールとなっている。また、JBF の下面は建具の

鴨居としたり、カーテンレールを埋め込んだりといった二次的な役割も担わせており、構造部材でありながら親密さを感じる存在となるような現れとしている。

外周の開口部には BOX 型及び門型の J- 耐震開口フレーム（JF）を適宜配置している。各辺中央の偏平通し柱は、JF の縦フレームが両側から抱き合わされて T

字型の構造体となり、オイルステイン拭き取り（木目残し）仕上を施して室内に現しとしている（納まり上、隅部のアラミド繊維シートは上下壁の仕上で隠される）。

この住宅で試みたのは、JF / JBF がつくる単純で大きな構成と、その立ち現れ方のデザインである。室内におおらかに現れる構造体と、斜めの線が生むパース

ペクティブ、床・開口の断面方向のずれによって、小さな平面の中にはさまざまな（物理的、心理的な）距離感のバリエーションが生まれ、ものや人の営み、

外の世界が多様な関係を結び始める、そんな住宅を構想した。
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1.5F plan

2F

RF

見下ろし：各層で床仕上が異なる
2階は逆梁で JBF が立上りとなり、建具レールを兼ねる

見上げ：JBF の間を縫って視線が斜め上方へ抜ける
軽量溝形鋼がスラブの小口として即物的に室内に現れる

リビング：対角 10mスパンの間口で上下の空間が邂逅する
JF を配した全面開口が深山の自然を取り込む
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JBF：
軽 ]-450×75×6
+ JF 門型
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2×10(38×235)@227.5
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ステップ

個室

手摺 St.○-19 SOP

鴨居溝加工

敷居 V レール埋込

鴨居溝加工

カーテンレール埋込

JBF：
軽 ]-450×75×6
+ JF BOX 型

JBF：
軽 ]-450×75×6
+ JF BOX 型

ダイニング

リビング

寝室

屋上

コルクタイル t5

フローリング t15 OS

敷地面積 ： 405.64 ㎡（22 号地）
建築面積 ：   64.59 ㎡（建蔽率 15.92%）
延床面積 ： 129.78 ㎡（容積率 31.99%）
 　   2 階 ：   33.90 ㎡
 　1.5 階 ：   31.29 ㎡
　    1 階 ：   64.59 ㎡
家族構成 ：夫婦+子供 1人（将来 2人以上）


